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べての自然数 m を周期とする周期解が存在するというもので Sarkovskii定理に対応する。同作業

























































































































いま，領域 I＝［０，１］に定義される連続函数を f とし，差分方程式 xt１＝f（xt）を考え，f を k 回反
復する写像を f kとする，すなわち
f k（x）＝f（ f k１（x）），k＝１，２，… （１３）
を定義する。このとき，x を f によって k 回反復したとき，当初の x に戻るような点，すなわち
4
x＝f k（x），x≠f j（x），j＝１，２，…，s１ （１４）
を満たす点は，k 周期解と呼ばれる。直観的には，f k（x）のグラフが xt１＝xtを満たす対角線を截る
点の x 座標が k 周期解（k−period point）と呼ばれる。
直観的に言えば，f k（x）が対角線，すなわち４５°線と交わる点の x 座標が k 周期解となる。因みに，３
周期解とは，f３（x）が xt１＝xtに交わるそれとなる。
次に，周期解の安定性は，［ f k（x）］′，すなわち，k 周期解 x＊１，x＊２，…，x＊k について



































































閉領域 I＝［a，b］上に定義され，最初の期間 n で周期解をもつ f：I→I なる連続函数 f












































































∞ if １r（t）＜ １p（t）






































ればならないから，総人口 N（t），総資産量 A に対し

















































































せる。０．９６４８に等しい p（１）（ないし，同じ値の p（２））は，０．３６８６に等しい p（２）（ないし p（３））を結
果する。このとき，２周期循環が発生する。しかるに，０．６３１４に等しい p（２）が結果するとき，価
格経路の行方は予断し難い。
最後に，函数 f を３回適用してみよう。合成函数 g３を適用すれば
p（t）＝f（ f（ f（p（t３））））＝g３（p（t３）） （３４）
がしたがう。上と同様の手続きを適用すれば，０と０．８において定常均衡とならない p（t）＝p（t３）
＝p＊を満たす６つの p＊が存在する。（図－7参照。）




















いま，世代 t の代表的個人は，若年期に w０（t），老年期に w１（t１）の初期賦存をもつものとす
る。ここで，それぞれ時間を通じて一定であるものとし w０，w１と略記する。個人は，若年期に，w０































































し，t１期における世代 t の老年期の消費と世代 t１の若年期の消費との間の限界代替率が世代間
割引因子と均等しなければならないことを示唆している。
以下で，利他的個人の消費の時間経路の動学をみるために，次世代への遺贈 btを所与すること





























































































すでに示唆したごとく，累次写像（iterated map）f k（x）は，f０（x）＝x とするとき，f k（x）＝f（ f k１（x））


















（ i） すべての k＝１，２，３，……に対し，すべての t の下で xt∈I を満たすような k−周期
解が存在する。
（ ii） すべての x０∈S に対し，（６２）式の解が S に留まり，さらに，
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